













































































































































































































































































































































































































































筆者の使用した J.Hardy版に対する Lexique de la《Poétique》 d’Aristote









































































































































































































































































Aristote, Poétique, texte établi et traduit par J. Hardy, Les Belles Lettres, 1969を使用
した。
２）ソポクレス『オイディプス王』（藤沢令夫訳），岩波文庫，１９９２年，１２６ページの訳
者解説
３）岩波文庫版３１９ページ，解説（傍点は原文のママ）
４）『アリストテレス全集』第１７巻所収『詩学』（今道友信訳），岩波書店，１９８９年，２２０
ページ（以下同書からの引用は，今道訳と表記する）
５）岩波文庫版，１２９ページ
６）必要最小限のギリシア語はローマ字転写する。
７）今道訳，２２１ページ
８）同上，２２３ページ
９）岩波文庫版，１９３ページ
１０）今道訳，１７９―１８０ページ
１１）岩波文庫版，１８８ページ
１２）同上，１８７ページ
１３）今道訳，６２ページ
１４）岩波文庫版，１８７ページ
１５）同上，１２３ページ
１６）今道訳，１３２―１３３ページ
１７）岩波文庫版訳者たちによる小見出し
１８）岩波文庫版，１２９ページ
１９）同上訳者たちによる小見出し
２０）岩波文庫版，１４６―１４７ページ
２１）今道訳，１５３―１５４ページ
228
２２）ここでアリストテレースはオイディプースを例に挙げる。確かに母親との交わり
は「アナンカイオン」であろうから，オイディプースはアリストテレースが挙げる
条件を満たしているようには見える。しかしラーイオスの殺害は「なんらかのあや
まち」（１４５３a１０）で済まされるであろうか。
２３）『オイディプース王』，第１エペイソディオン
２４）同上，第２エペイソディオン
２５）岩波文庫版，訳者たちによる見出しの一部
２６）同上，１７０ページ，訳者たちの註解によれば，「当時，読むときは声を出して読む
のがふつうであった」
２７）同上，１９３ページ
２８）今道訳，１７９―１８０ページ
２９）岩波文庫版，１５８ページ，岩波文庫では数字は漢数字であるが，体裁の都合上算用
数字に書き換えて引用した。
３０）『オイディプース王』，プロロゴス
３１）同上，第４エペイソディオン
３２）註２参照
３３）『オイディプース王』，１１ページ
３４）同上，６８ページ
３５）岩波文庫版，１５９ページ
３６）今道訳，２１９ページ
